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と因数分解できる.fCiはrN の零点でその個数はM程度になる｡周期解 Cが存在するからrN は少なくと
も¢2-0を零点にもつ｡
いまの議論をm 周期解の場合に適相してみよう｡適当に線形変換して















































































∂ん 1 -0,∂ん2-0 (25)
が決定方程式になる｡またこのようなm ほ無数に存在する｡これは双曲的周期の近傍では見られない現象で
ある｡(25)が支配的になる'Rの幅は摂動パラメーターEとの比で決まるのだが摂動が大きいはどこの幅が
大きくなることは自明である.6fml,6fm2の退化次数が2以上であれば3.の議論から周期解が増殖しう
ることがわかる｡
このモデルの範囲でわかることをまとめると､結局楕円的周期解の回りでモノドロミ-マップが非線形な
摂動の効果をもらなら摂動により､有理数に十分近い回転数をもつ周期解から成る不変 トー ラスが壊れて､そ
の場所で周期解が増殖するということになる｡この増殖は周期をm とすると〟m/m程度であり､モノドロ
ミー マップの非線形性がエルゴード的な周期解分布を引き起こすと考えられる｡
6.まとめ
局所的第-積分を周期解の回り､不変集合の回りで解析接続して､その時に生じる多価性や特異点の考察
により以下の結果を得た｡
1)ホモクリニック的不変集合はさ搾妄動時に入れ換わり特異点をもつ.
2)入れ換わり特異点は摂動に対し不安定である｡
3)入れ換わりの消失はホモクリニックカオスの必要条件である｡
4)楕円的周期解の回りの有理数に近い回転数をもつ不変 トー ラスは摂動で壊れやすい｡
5)4)で壊れる領域の幅は薄いが摂動圭の増加関数である｡
6)摂動で トー ラスが壊れると周期解が増殖し､m周期解が〟m/m個程度表れる｡
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7)6)は局所的積分の解析接続のモノドロミー 写像が非線形であることから生じる｡
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